
　糸状虫症は蚊によって媒介される寄生虫による病気で

す。予防をしていなければ犬の死亡原因のトップと言わ

れる代表的な病気です。また、猫、フェレットなどの動

物へも感染します。

　日本では北海道の一部を除いて全国的にその発症が見

られます。これはこの病気を媒介する蚊の生息地域と関

係があるためです。

　Dirofilaria immitisの

右心系への寄生が原因

で、寄生する部位や数に

より様々な弊害を起こし

ます。また、寄生する場

所が心臓であるために全

身的に症状が出ることも

特徴です。

　心不全をはじめとして、咳き、体重の減少、運動を嫌

う、失神、腹水、浮腫、血色素尿（オシッコが赤い）、

貧血、その他肝臓や腎臓の障害など全身的に様々な症状

がでます。寄生虫の数が多いと、大静脈症候群といって

特に重篤な症状を現すことがあり、突然死も起こりま

す。

　症状、予防歴などから、一般身体検査を行います。次

に血液を採取して血液中にミクロフィラリア（フィラリ

アの子虫）がいるかどうかを顕微鏡で確認します。もし

いなければ次に特殊な血清学的検査を用いてその寄生の

有無を確かめます。このほか同時に採取した血液を用い

て、血清生化学検査を行い全身の状態を調べます。その

後症状に応じて、レントゲン検査、超音波検査などを行

います。

　但し、症状が重篤な場合には検査を行うこともできな

い場合があります。

　症状や寄生状態により違います。しかしながら、この

病気は予防が最大の治療であることを頭に入れておいて

ください。

　軽症~中程度の場合には、駆除剤によってフィラリア

を駆除したり、外科手術により成虫を取り出します。そ

の後内科療法で投薬を行い、再寄生を防止するために予

防薬の投与を開始します。

　重症の場合や大静脈症候群が起こっている場合にはほと

んど駆虫や手術が行えないことが多いものです。また、仮

に行うとしてもかなりのリスクを伴います。内服薬などを

投与して症状の緩和を行う程度しかできないこもありま

す。

　獣医師の指事にしたがいケアーしてあげてください。お

家でできることや注意すべきことはその病態により様々で

す。しかしながら病態によっては治療が不可能な場合もあ

ります。

　まず、散歩など運動は獣医師の指示があるまでは極力ひ

かえて下さい。食欲があれば主治医の先生に心臓病用の処

方食を出してもらうと症状の緩和に役立ちます。

　月に１回獣医師から処方される予防薬を飲ませるか、外

用でつけるか、あるいは半年に１回注射すればこの病気は

100％確実に予防できます。犬を飼育したらフィラリアの

予防薬をすることは基本の基本です。フィラリア予防をで

きないような人が犬を飼うべきではありません。

　予防薬にはいくつかの種類があります。日本で許可され

ているフィラリアの予防薬は、錠剤と散剤、そしてチュア

ブルタイプ（半生のおやつのようなもの）と半年に１回の

注射の4種類のみで、水薬はありませんので注意して下さ

い。予防薬の投与期間は蚊の発生期間と関係があります

（フィラリア予防薬は単純に蚊がいる間だけ飲ませればい

い薬ではありません）。一つの目安として気温が15℃に

なったらはじめて、気温が15℃を下回った次の月まで予防

する必要があります。詳しくはお住まいの地域の主治医の

先生に相談してください。

　日本ではフィラリア予防薬は動物病院以外では入手でき

ません。ペットショップなどでの密売を見かけたらお近く

の獣医師会までご連絡ください。
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糸状虫症
Heartworm Disease, Dirofilariasis

　この病気は犬の病気の中でも最も有名なもののうち

の一つです。いまどき、フィラリアの予防をしないで

犬を飼育するなどもってのほかです。集計データにも

よりますが、一般的に、１夏で38％、２夏で89％、３

回夏を越した犬の92％がフィラリアに感染していると

言われています。たまに室内飼育だからといって予防

をしない方がいますが、室内飼育であってもかなりの

率で感染しています。室内飼育でも、散歩などにいけ

ば蚊に刺されるのは当たり前ですから、室内飼育は予

防しなくても大丈夫というのは全くの嘘です。動物は

自分で予防薬をもらいに来ることはできません。あな

ただけが頼りです。
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